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超空間を求めて

ウスペ ンスキ ーの奇妙な旅

向　山 毅

要　 旨

　ウスペンスキーは主 としてグルジェフの弟子であ り、その思想の解説者 ・伝道者 として取 り扱

われてきた。これまでのウスペンスキーに関する著書では、ほとんどが彼 とグルジェフとの交流

と別離に重点が置かれている。 しかし彼はグルジェフと出会 う以前から、高次元空間を認識する

ことにより人間の意識を拡大 しようとする、「超空間哲学者」として優れた著作を残 している。

この論文では、最初の超空間哲学者であったヒントンの後継者としてのウスペンスキーに注 目し、

彼の 「超空間哲学」特にその独自の時間論 ・空間論について述べる。

キー ワー ド=超 空間哲学、四次元、空間、時間

1　 はじめに

　 19世 紀の後半か ら20世 紀の初頭にかけて四次元空間は知的興味の対象であ り、一種の ブーム

と言 って もよい状態であ った。それ まで ア リス トテ レス以来、私た ちの生活 してい る空間は平

らな三次元空間であ ると考えれ られてお り、四次元やそれ よ りも高次元の空間については言及

す るもの もいたが、真面 目に取 り上げ られ ることはなか った。 こ うした状況が変化 したのは19

世 紀にな ってか らの ことであ る。1820年 代 か ら ロバチ ェフスキ ー、 ボヤイ、 リーマンた ちに よ

る曲が った空間での幾何学すなわ ち非ユ ーク リッ ド幾何学1)の 発展 とほぼ同時期に、 メーヴ ィ

ウスは四次元空間 内におけ る三次元物体について考察 してい る。

　 1840年 代 にな ると四次元、 あ るいは もっ と一般 化 された形 である π 次元空間 におけ る幾 何

学の研究が盛んにな った。 こ うした風潮を受けて19世 紀の後半には、未知 の現象を四次元空間

を考え ることに よって説 明 しよ うとす る人た ちが現れた。四次元思想の歴史については マニン

グのr四 次元幾何 学』[1]、 リンダ ・ヘ ンダーソンの 「現代芸術 におけ る四次元 と非 ユ ーク リ

ッ ド幾何学』[2]あ る いは著者 の論文[3]に 詳 しく述べ られてい る。 また非ユ ーク リッ ド幾何学

と%次 元空間についての1911年 までに 出版 された論文の リス トが集め られてい る[4]2)。
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19世 紀 とい うのは、物理学を中心 と した 自然科学の急速な発展に よ り、天体や物体の運動、電

気、磁気、熱、光な ど私た ちの五感で経験で きる巨視的世界に対 して、いわゆ る古典的世界観

が確立 した時期にあた ってい る。人 々は ニュー トンの力学 とマ ックスウェルの電磁気学に よっ

て、私た ちの住む世界が完全に理解で きた もの と信 じた。 この古典的世界像の基礎 とな ってい

たのが カン トの哲学であ った。イ マニュエル ・カン ト(lmmanuel　 Kant)に よれぽ空間お よび

時間は実在ではな く、我 々に ア ・プ リオ リに与え られてい る先験的観念であ り、人間の認識の

仕方 に関連 してい る[5]。 彼 は高次元空 間の存在 の可能性 も検討 したが、重力が距離 の二乗 に

逆比例 してい ることか ら空間は三次元であ ると結論 してい る。

　一方、心霊主義者 は超 自然現象 の存在 を四次元空 間に よって説明 しよ うとしていた[6]。 そ

んな ときに起 こったのが1877年 ロン ドンでの ス レー ド裁判で、 これに よって四次元は脚光を浴

び ること となった。 ヘ ン リー ・ス レー ド(Henry　 Slade)は 心 霊 ブームにあやか って米国か ら

や って きた霊媒の一人であ る。彼は呼び 出 した霊が 自動的に石版に メ ッセ ージを書 くとい う心

霊筆記を得意 と していた。 ス レー ドの 出席す る交霊会は大評判で盛況を極めたが、あ る出席者

に トリックを見破 られて詐欺罪で告発 されたのであ る。彼の裁判には物理学者の クル ックス卿

(Sir　William　 Crookes)を 含 む多 くの著名人が弁 護に立 ち上が り、心霊現象 と四次元の関係を

主張 した。その うちの一人が ライ プチ ッヒ大学の天文 ・物理学教授であ った ヨハ ン ・カール ・

フ リー ドリッヒ ・ツェル ナー(Johann　 Karl　Friedrich　 Z611ner)で あ った[7]。 ツ ェル ナーはス

レー ドを ライ プチ ッヒに呼び、彼 と大学の 同僚の前で ロープを用いた実験を行わせた。その結

果は四次元空間の存在を証 明す るものであ ると、r超 越的物理学』[8]と い う著書で述べてい る。

この事件に よ り四次元空間は多 くの人た ちの注 目を集め るよ うにな った。

　その うちに四次元を テーマと した文芸作品が現れ るよ うにな った。 シェイ クス ピア学者であ

り、学校長 そ して牧 師で もあ った アボ ッ ト(E.A.　 Abott)は1884年 、 二次元 の世界 での物 語

『平面 国』 を発表 した[9]。 厚 さの ない平面上 で暮 ら している主人 公ス クェア(正 方形)氏 は

三次元空間か らの使者 スフェア(球)氏 の訪問を受け、高次元の世界を体験す る。 この小説 で

は ヴ ィク トリア朝の英国社会への風刺 とともに、高次元空間に対す る興味 とそれを訪問す るこ

とに よる神秘体験が述べ られてい る。 この本は大成功をお さめ、二次元世界を描 くことで高次

元空間を表現す る手法は これ以降多 くの作者に よって用い られ ることとな った。

　四次元の も う一つの表現は、時間を第四番 目の次元 と考え、空間の三次元 と合わせて四次元

空間 とす ることであ る。 これは厳密な意味での四次元空間ではないので、四次元時空 とも呼ぼ

れてい る。四次元時空では私た ちが空間軸を 自由に行 き来す るの と同 じよ うに、時間軸に沿 っ

て も自由に移動で きるもの とすれば タイ ム トラベルが可能にな る。 こ うした考えは既に18世 紀

か らあったが、 ウェルズ(H.G.　 Wells)は1895年 にrタ イ ムマ シ ン』 とい うタイ トルの時間

136



超空間を求めて

旅行に関す る小説に適用 した[10]。 そ の後 タイ ム トラベルや タイ ムマシンはSF文 学や映画で

一つの大 きな分野 とな り
、多 くの作品が作 られた[11]。

　 この よ うに して四次元への関心が盛んにな るにつれて、四次元空間を実在す るの もの と考え

て、それを認識す ることに よ り私た ちの知覚の限界を超え よ うと考え る人た ちが現れた。彼 ら

は空間が先験的観念であ るとい うカン トの哲学を逆手に とって、空間の四次元性を認識す るこ

とに よって 「高次の意識」を進化 させ よ うと したのであ る。 リンダ ・ヘ ンダーソンは こ うした

考え方 を 「超空 間哲学 」 と呼んで いる3)。 最初 の 「超空 間哲 学者」 と考え られ るのはチ ャール

ズ ・ハ ワー ド・ヒン トン(Charles　 Howard　 Hinton)で あ る。数学者 であ った ヒン トンは 『思

考の新紀元』[12]と 『四次元』[13]と い う著書を通 じて 「超空間哲学」を展開す るとともに、

四次元を視覚化す ることに努めた。 ヒン トンに大 き く影響を受けたのが米国の クロー ド・ブラ

グ ドン(Claude　 Bragdon)と ロシアの ウスペ ンスキー(P.　 D.　Ouspensky)で あ る。 ブラグ ド

ンは 「高次元空間入門』[14]と 『四次元の展望』[15]で 四 次元空間を意識の進化 と考えた。前

者では四次元空間の概 念を多 くの図面を用いて示 してい る。一方、ウスペ ンスキ ーは 『四次元』

[16]、rタ ー シャム ・オルガ ヌム』[17]、 　r新 しい宇宙像』[18]4)で 独 自の時間論 と空 間論 を展

開 した。r四 次元』 は後 にr新 しい宇宙像』 に一 つの章 と して含 まれ てい る。 またrタ ーシャ

ム ・オル ガヌム』は ブラグ ドンに よって英訳 された。ヘ ンダー ソンは 「超空間哲学者」 と して

この三人 の名前 しか挙 げていないが、ル ドル フ ・シュタイナ ー(Rudolf　 Steiner)も ヒ ン トン

の影響を受けた一人で、神智学の立場 よ り四次元空間について講義を してお り、その講義録が

「四次元』 とい うタイ トルで 出版 されてい る[19]。

　 これ らの 「超空間哲学者」の うち、 ヒン トンについては多 くの四次元に関す る書物や論 文で

紹介 され ている し(例 えば[2]、[20])、 シ ュタイナー[3]と プ ラグ ドン[21]に つ いては既 に論

文で述べた。一方、 ウスペ ンスキ ーは オカル ト哲学の分野では有名人であ り、彼について書か

れた本 も多 く、 またその著書の多 くが 日本語に翻訳 されてい る。 しか し彼が一般に知 られてい

るのは、コーカサス出身のオ カル ト思想家 ゲオルギー ・イヴ ァノヴィッチ ・グル ジェフ(Georges

Ivanovitch　 Gurdj　ieff)の 弟 子、その哲学の解説者 ・伝道師 と してであ る。例えぽ コ リン ・ウィ

ル ソン(Collin　 Wilson)は そ の著書rオ カル ト』[22]で ウ スペ ンスキ ーを独立には取 り扱わず、

「二 人の ロシヤ人魔 術者」(ラ スプーチ ンとグル ジ ェフ)で グル ジ ェフの章 の中に含 めてい る5乙

彼の伝記 もその 「超空間哲学」 よ りも、 グル ジェフとの関係に重点が置かれてい る[23-26]。

「超空間哲学者」 と しての ウスペ ンスキ ーについて詳 しく述べてい るのはヘ ンダーソンのみで

あ る6)。 しか し彼女はrタ ー シャム ・オル ガ ヌム』以後 の ウスペ ンスキ ーの時間 ・空 間論 の発

展については取 り上げていない。 この論文では ウスペ ンスキ ーの超空間哲学について考えてみ

る。
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2　 ウスペ ンスキーの生涯

　 ウスペ ンスキ ーの生涯、特にその青年 時代に関 しては不 明な部分が多い。若い頃には彼は頻

繁に旅行 していた し、 また グル ジェフに 出会 う以前の 自分の過去についてはあ ま り詳 しく語 る

ことは なか った。著書rさ らなる記憶 』[27]の 中 に1935年 に書か れた 「自伝的断片」 とい う

文章7)が ある。 これ と伝記[24]を 参 考 に彼 の生涯 を追 ってみ よう。

　 ピョー トル ・デ ミア ノヴ ィッチ ・ウスペ ンスキ ー(Pyotr　 Demianovich　 Uspenskii,　 Peter

Demianovich　 Ouspensky)は1878年3月5日 に モスク ワで生 まれた。母方の祖父は 肖像画家で

あ り、後に教会の画家 とな った。 これは当時の ロシアでは高い地位にあ った ことを意味 してい

る。父は測量局に勤務 していた役人で、絵画 と音楽を好んでいた とい う。彼は また数学者で も

あ り、特に四次元の問題に興味を抱 き、その研究に多 くの時間を費や していた。母 も才能あ る

芸術家で、絵を描 き、文学に も興味を示 していた。

　 この よ うな環境で育 った ウスペ ンスキ ーが、文学、絵画、 自然科学に興味を持つ よ うにな っ

たのは当然であ ろ う。彼に とっては学校は決 ま りきった ことを強制す る所であ り、退屈な場所

で しかなか った。そのため18歳 でギ ムナジウムを中途退学 し、新聞記者 と翻 訳家にな った。そ

の後 モスク ワ大学の聴講生 とな るが、 アカデ ミズムを嫌悪 していて、決 して単位や学位を修得

す ることはなか った。学生時代には 自然科学 と心理学に魅せ られ る。 しか しやがて 自然科学に

は失望す るよ うにな る。特に四次元が数学的な形式で しか取 り扱われていない ことに深 く失望

した。

　子供時代には レール モン トフや ツル ゲーネ フを好んだが、20代 の始めに ヒン トンの 『思考の

新紀元』[12]と 「四次元』[13]を 読 んで大 きな影響を受けた。 これ らの本の ロシア語訳が 出た

のが1915年 で あ るか ら、彼は原語(英 語)で ヒン トンを読んだ もの と思われ る8)。

　 この頃彼が一番関心があ ったのは永劫回帰の思想であ った。時間が過去か ら無限の未来に向

か って直線的に流れ るものではな くて 円軌道を描 くもの とすれば、いずれは 出発点に戻 って く

る。 したが って過去は繰 り返すのだ。 これは四次元空間において時間を高次のパ ラメーターと

す る考え方に対応 してい るといえ る。 この考えに基づいて書かれたのが ウスペ ンスキ ーの処女

作 とな る 「イ ワン ・オ ソーキ ンの奇妙な生涯』[28]で あ る。 この本は1905年 にrキ ネ マ ドラマ

(Kinemadrama)』 とい う題名で映画の脚本 と して書かれ、1915年 に小説 に書 き直 されて、彼

の死の直前であ る1947年 に 英語訳がrイ ワン ・オ ソーキ ンの奇妙な生涯』 と して 出版 された。

　若い頃の ウスペ ンスキ ーについてはほ とん ど何 も知 られていない。 しか しrイ ワン ・オソー

キ ンの奇妙な生涯』はほぼ彼の体験に基づいてい るよ うで、 自伝であ ると考えて もよいであ ろ

う。主人公の若者は学校か ら追放 され、情熱的な恋をす るが不幸な結果に終わ る。彼は魔術師

の助けを借 りて過去のあ る時点 まで戻 り、間違 いを訂正 して も う一度人生をや り直すが、最後
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は また 同 じ結果にな り何 も変わ らない。 ウスペ ンスキ ーの 円環状の時間 とい う考え方か らすれ

ば、何 らかの方法で抜け 出さない限 り私た ちの人生は この 円周上で永久に繰 り返 され るのであ

る。 この小説 には 「四次元」 とい う言葉 は 出てこないが、「永劫 回帰」の思想はそ の後 の彼 の

時間 ・空間論のバ ックグラウン ドとな ってい る。

　 ウスペ ンスキ ーは モスク ワの新聞社で働 きなが ら、永劫回帰か らど うした ら脱却で きるのか

模索 していた。彼は敏腕新聞記者 と して活躍 しなが ら、満た されぬ想いを抱いていた ころの姿

を 「新 しい宇宙像』 の序 章で描い ている9)。 この文章 は、 ウィル ソンの 「オカル ト』 において

第一章の 冒頭部分に引用 されてい るlo)。

　 1908年 に ウスペ ンスキ ーはエ ジプ トと トル コを旅行す る。彼の東方への旅の始 ま りであ る。

彼は若い頃か ら、私た ちが 日常暮 ら してい る 「可視の世界」の他に 「不可視の世界」があ るこ

とを信 じていた。 こ うした高次元の世界の存在を認識 し、それを理解す るための意識を開発す

ることを求めていた。そのために オカル ト関連の文献を読み、夢や薬物を用い ることも試みた。

やが て彼 は世界 の どこか に、「可視 の世界」 と 「不 可視 の世界」 との間に橋をかけ る重要 な知

識を長年にわた って伝承 し、保 存 してい る人 々が存在す るはずであ ると考え るよ うにな った。

彼は この よ うな高次元空間に よる自分に根拠を与えて くれ る 「永遠の叡智 」を東洋の宗教に求

めた。 こ うした真理を探究す るための旅が始 まったのだ。

　 1909年 に 彼は モスク ワか らサ ンク ト・ペ テル ブル グに移 る。次の年r四 次元』が 出版 され、

引 き続いて1911年 にrタ ーシャム ・オル ガヌム』が完成、1912年 に 出版 された。 これ らの本は

いずれ もウスペ ンスキ ーの超空間哲学の中心 とな るもので、次の章で詳 しく述べ る。1913年 か

ら1914年 に かけて ウスペ ンスキ ーは ロン ドン経 由でセイ ロンとイ ン ドを訪れた。最初はペル シ

アまで行 く予定であ ったが、第一次世界大戦が勃発 したため計画を変更 して急遽 ロシアに戻 っ

た。 この旅行で彼はい くつかの教団(ス クール)の 存在を知 ったが、そのいずれ もが彼の求め

ていた ものではなか った。イ ン ドでは神智学協会の アニー ・ベサ ン ト(Annie　 Besant)と 会 っ

てい る。 しか し神智学 も彼の 目的に応え るものではなか った。 ウスペ ンスキ ーはイ ン ドとセイ

ロンへの旅行体験に関す る公開講演をサ ンク ト・ペ テル ブル グとモス ク ワで開催 し、多 くの聴

衆を魅了 した。

　 1915年 の 春、 ウスペ ンスキ ーは モスク ワでの講演の 出席者か ら一人の スクールの指導者の存

在を教え られ る。 グル ジェフとの運命的な 出会いであ る。初めて喫茶店で会 った グル ジェフの

印象は強烈であ った。彼は ウスペ ンスキ ーが探 し求めていた問題に対す る解答を持 ってい るよ

うに思われた。 ウスペ ンスキ ーは これ までの知識概 念を超え るまった く新 しい思想体系に 出会

った と感 じた とい う。彼は一週間 グル ジェフと過 ご した後、ペ テル ブル グに帰 ってい った。 こ

の ときの グル ジェフとの会話は 『奇跡を求めて』[29]の 第 一章に記録 されてい る。やがてその

年の秋に グル ジェフがペ テル ブル グを訪れ、二人の交際は続いた。
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　 グル ジェフの生年月 日にはい くつかの説があ るが、1877年12月28日 に 当時は トル コ領であ っ

た ア レクサ ン ドロポールで生 まれた とされ ている11)。そ うだ とした らウスペ ンスキ ーよ り2ケ

月年長 とい うことにな る。 グル ジェフの思想を簡単に言 って しまえぽ次の よ うにな る。私た ち

人間の問題は 自分が完全な意識を持 ってお り、 自分 自身を コン トロール してい るもの と誤解 し

てい ることにあ る。実際には私た ちは周囲で生 じてい ることにただ単に反 応 してい るだけであ

る。 しか し人間には 自己を知 り、意識的に行動す る能力があ る。 したが って意識を持 った行動

を とることに よ り、 日常の経験に意味を与え、 自分 自身を よ り高次の存在に変え ることがで き

る。

　彼は 「ワーク」を通 じて この よ うな意識開発をす る 「システム」を持 っていた。 グル ジェフ

が彼の思想体系について書いた本は、読者に努力 させ るためにわ ざと難 しくしてあ ると言われ

るほ ど難解であ り、 ウスペ ンスキ ーのr奇 跡を求めて』[29]が 一 番 よい入門書 とな ってい る。

この よ うな こともあ って ウスペ ンスキ ーは彼 自身の哲学 よ りは、 グル ジェフの思想の解説者 と

して有名にな った。 これは ち ょうどキ リス トに対す るパ ウ ロの役割に相当す る。

　 1916年 の 終わ りに ウスペ ンスキ ーは召集 されて戦場に送 られた。 しか し近視のために四 ケ月

後に除隊 とな りペ テル ブル グに戻 る。 これは ロシア革命勃発の二週間前であ った。 グル ジェフ

は革命の直前に故郷の コーカサ スに移 っていた。 ウスペ ンスキ ーも しぼ ら くして コーカサ スに

向かい、 グル ジェフは ここに モスク ワとペ テル ブル グの グル ープを呼び寄せた。彼 らは内戦を

避けて黒海沿岸な どに移動 した。

　 1918年 に な るとウスペ ンスキ ーとグル ジェフの間に亀裂が生 じるよ うにな り、夏に ウスペ ン

スキ ーは グル ジェフの許を去 ることにな る。その原因については ウスペ ンスキ ーは決 して詳 し

くは語 ることは無か った。二人の間に何があ ったかが、 ウスペ ンスキ ーの(そ して グル ジェフ

の)伝 記の主要な テーマであ る[23-26]し 、 特に この問題について書かれた本[30]も あ る。我

が国において もウスペ ンスキ ーとグル ジェフの関係を取 り扱 った小説 『グル ジェフの残影』が

出版 されてい る[31]。 また ピーター ・ワシン トンの 『神秘主義への扉 』[32]に は 、 ウスペ ンス

キ ーと神智学 との交流お よび グル ジェフとの関係が述べ られてい る。 グル ジェフはいかがわ し

い ところのあ る人物であ り、時に よって異な った言動を と り、 またわ ざと人を怒 らせ ることも

多か った。 こ うした ことも 「ワーク」の一部だ と考えていた ところ もあ る。 ウスペ ンスキ ーは

グル ジェフの思想には共感を覚えたが、その人物にはついて行けない と感 じるところがあ った

と思われ る。

　 ウスペ ンスキ ーは1920年 の 初めに コンスタンチ ノープルにた ど り着 く。そ こで彼は米国の ブ

ラグ ドンか らの手紙に よ り 『ターシャム ・オル ガヌム』が英訳 出版 された ことを知 る[21]。8

月 には グル ジェフが コンスタンチ ノープルに到着 し、再会 して一緒に ワークをす るが、二人の

仲が元に戻 ることはなか った。1921年8月 に ウスペ ンスキ ーはrタ ーシャム ・オル ガヌム』の
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愛読者であ ったあ る貴婦人の援助で ロン ドンに移 り、そ こで グル ープを作 った。一方、 グル ジ

ェフは フランスに渡 り、パ リとフ ォンテーヌブ ローに道場を開いた。 ウスペ ンスキ ーはそのた

めの資金の一部を援助 してい る。その後互いに交流はあ ったが、1924年1月 に二人の間の関係

は完全に決裂 した。 ウスペ ンスキ ーは ロン ドンで ワークを続けていたが、第二次世界大戦中の

6年 間は ニューヨークで暮 ら した。1947年 の 初頭に ロン ドンに戻 り、その年 の10月 に死亡 して

い る。

　 ウスペ ンスキ ーは グル ジェフと出会 った後は新 しい本を書いていない。r新 しい宇宙像』[18]

は1931年 に 出版 されてい るが、その 内容は グル ジェフに会 う前に既にほ とん ど完成 していた。

また死後に 出版 されたr奇 跡を求めて』[29]は 上 に述べた よ うに グル ジェフ思想の解説書であ

り、 ウスペ ンスキ ー自身の独 自の哲学を述べた部分は少ない。 ウスペ ンスキ ーは グル ジェフに

出会 った とき、知識に よって高次の意識を獲得 しよ うとす る自分の方法に行 き詰 ま りを感 じて

お り、「ワーク」を 中心 とす るグル ジ ェフの 「シス テム」 に解決 を求めた。 グル ジ ェフ個 人に

対 しては人間的に幻滅を感 じていて も、彼の開発 した 「システム」を超え る新 しい方法を見 出

せぬ まま、 「ワー ク」 を行 い 「システム」 を継続 してい った もの と思われ る。 したが って 「超

空間哲学者」 と しての ウスペ ンスキ ーは、 グル ジェフの影響を受け る以前の著書に よって考え

ねばな らない。

3　 ウスペンスキーの超空間哲学

　ウスペンスキーの 「超空間哲学」についての最初の著作は 『四次元』[16]で ある。これは後

に 「新 しい宇宙像』[18]の 第二章に 「四次元」 として再録されている。r四 次元』の初版およ

び1914年 に出版された第二版とr新 しい宇宙像』での 「四次元」との比較がヘンダーソンによ

って行われている12)。r四次元』はウスペンスキーが31歳 のときの作品であ り、彼の超空間哲

学の出発点となった著作であるが、これまであまり詳 しく取 り上げられることはなかった。ヘ

ンダーソンは 「基本的には19世 紀の四次元の概念についての報告書」13)のようなものであると

述べているが、ウスペンスキーの四次元および高次元空間についての思想の発展を考える上で

は非常に重要である。

　そこでウスペンスキーはまず人類にとって解決不可能な問題は、不可視の問題と死の問題で

あると指摘する。世界は 目に見えるものと見えないものに分かれてお り、宗教、哲学、科学に

おいて不可視なものが 目に見える現象の原因になっている。死に関 しても死とい う現象、来世

の概念、霊魂の存在などの背後にはやは り不可視の世界がある。こうした不可視の世界を理解

するためには通常の方法では不十分であ り、何か新 しい角度からのアプローチが必要となる。

　ウスペ ンスキーは 「四次元とい う概念、多次元世界とい うアイデアは我々の世界像を拡大す
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るための方法である」14)と考えて、「四次元」 とい う概念を不可視の世界と結び付け ようとし

ている。これはそれまでの宗教や哲学が不可視の世界を、 目に見える 「三次元」の世界とまっ

た く同様に取 り扱ってきたのに対 して、新 しい 「超空間哲学」を示唆するものである。

　彼は幾何学における四次元や多次元空間についてはどの定理とも矛盾せず、その意味では何

も問題はないとしている。 しか し私たちが未知の方向に向かって飛び出して知覚の領域を拡大

するためには、「四次元の幾何学」ではなくて 「四次元の物理学」が必要であると考えている。

ウスペンスキーは ロバチェフスキーが四次元の幾何学を発見 したと書いているが、これは彼が

非ユークリッド幾何学と四次元の幾何学を混同しているところがあることによる15)。確かに非

ユークリッド幾何学のように、平らではない空間を取 り扱 うには一つ多い次元の空間が必要で

ある。例えば曲面(二 次元)は 三次元空間の中で しか描けない。だが三次元の非ユークリッド

空間の物体は三つの次元(座 標)で 表わされるので、あ くまで三次元である。 しか しウスペン

スキーは後に 「ターシャム ・オルガヌム』では非ユークリッド幾何学と四次元の幾何学とを正

しく区別 している。

　ウスペンスキーは物理学的な側面から四次元の問題をアプローチ した人としてC.H.ヒ ン ト

ンを高 く評価 している。彼はヒン トンが高次の意識を 目覚めさせるためには 「自己を放棄」す

ることによって四次元を認識する、すなわちあるがままの世界を知覚する能力を開発 しようと

していることに注 目した。 しか しヒン トンの方法は個人差を無視 してお り、その手法が全ての

人に適用できるのかとい うことに疑問を呈 している。

　我々の世界は四次元世界の三次元への投影あるいは断面であると考えることもできる。ウス

ペンスキーはN .A.宅 ロゾフが獄中で同僚の服役囚に書いた手紙を引用する16)。そこでは水面

上のような二次元世界の生物が三次元の生物をどのように知覚するかが述べられてお り、これ

を私たちの三次元世界の住人が四次元が存在するとしたときの関係に適用できることが示唆さ

れている。このような考え方は既にアボ ットが 「平面国」[9]で 示 しているが、ウスペンスキー

はこの作品については知らなかったようである。モロゾフによればもし四次元世界があるとす

れば、私たち三次元世界には 「心霊現象」とい う形で現れるはずである。 しか しこうした現象

は確認されていないことより、モロゾフは四次元世界は存在 しないと結論 した。これに対 して

ウスペンスキーはなぜ四次元を心霊現象の中にのみ認めたのか、そ して 「霊的なもの」を否定

することがなぜ四次元を否定することになるのか理解できないと、モロゾフの結論を疑問視 し

ている17)。

　二次元生物は説明できない現象に直面 したとき、最初は超自然現象と考えるだろう。 しか し

説明不可能な出来事が一定の法則性を持って生 じることが観測されたなら、何らかの仮説で説

明しようとする。もし三次元の存在を認めれば説明できると分れば、現実の物体は三次元を持

っていると認識するだろう。さらに彼自身も三次元の存在であると結論するかもしれない。同
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じことが我々と四次元世界の関係にも当てはまるだろう。「私たちの世界で 目に見えないもの、

説明できないものは三次元空間の中で説明 しようとしているから」で、「それは本当は我 々の

世界の外部、高次元空間で起こっているのだと考える」ことができる18)。したがって我々は事

物をあ りのままには見ていない。実体を持っているのは四次元の事物である。もしそ うだとす

るなら、三次元での我々も架空の存在であるか、そ うでないなら我々自身が四次元の存在であ

ることを認めなければならない。

　ウスペンスキーは通常の 「物質的なもの」以外に 「心的なもの」を加えて、心的現象が四次

元の領域に属するものと考える。ここでい う 「心的なもの」とは心理的、精神的な現象の意味

で、心霊主義や神智学における用語とは異なっている。心的なものは物質的なものとは必ず し

も平行関係にあるのではな くて、四次元空間における新 しい軸と同様にまった く独立 している

と考える。「我々は四次元世界に生きているのだが、三次元世界の自分に しか気づいていない

のだ」19)と言える。

　四次元超立方体(ヒ ン トンの用語に したがえばテッサラク ト)は 、三次元立方体内部の全て

の点が動 くことによって作られる。すなわち最初の立方体の外部領域に成長 した無限個の立方

体である。同様な条件で考えられるのは物体の膨張と収縮である。それぞれの点の軌跡は物体

の中心と線で結び付 く。この運動の方向は中心からの放射線となる。こうした四次元の運動は

物体の元の形状を保ったまま、その大きさだけを変化させる。

　ウスペンスキーは ヒン トンがr四 次元』[13]で 述べているように、生きている有機体の構造

に見られる対称性は粒子の四次元運動によって説明できると考える。雪の結晶や冬の葉のない

木などは四次元の図形である。これらは対称性の運動原理に基づいて作られる。物質の粒子は

それぞれと中心を結ぶ直線に沿って運動 している。

　その後、ウスペンスキーは物質、状態、エネルギーについて話を進めているが、彼の時代に

はまだ物質の構造についての物理学的な知識は十分ではな く、その議論は現在では納得の行 く

ものではない。最後に 「心霊主義者」や 「オカルティス ト」が四次元を 「アス トラル界」で起

こった現象としていることについて述べている。アス トラル界とは私たちの空間には当てはめ

ることのできない現象のための世界であ り、その意味ではこれまでの議論 と似たところはある

が、アス トラル界の存在は確認されていないとしている。

　このように してヘンダーソンが述べているように、ウスペンスキーのr四 次元』は彼独自の

思想とい うよりは、それまでの四次元空間についての考え方を解説 したものに近いと思われる。

ウスペンスキーの 「超空間哲学」はこの本を土台にして、彼の主著と考えられるrタ ーシャム ・

オルガヌム』で一気に花開 くことになる。

　 「ターシャム ・オルガヌム」は普通は 「第三の思考規範」と訳されている。論理学の体系と

してはまずアリス トテレスの 『オルガノン』(論理学)が あ り、これに対 してフランシス ・ベー

143



向　山 毅

コンは 『ノヴム ・オルガヌム』(新 しい論理学)を 出版 した。 ウスペンスキーは高次元空間を

理解するためにはこれらを超えた論理学の概念が必要であるとの見地より、その著書を 『ター

シャム ・オルガヌム』と名付けたのである20)。

　この本は 「最も難 しいのは我々は何を知ってお り、何を知らないかを知 ることである」とい

う言葉で始まる21)。彼はまず時間と空間に関するカン トの哲学から出発する。カン トによれば

感覚によって知覚される全ての物体は時間と空間の中で知覚されるが、物自体は時間と空間と

は独立に存在 している。私たちが感覚を通 して物や事象を知覚するときには、時間と空間とい

う知覚形式を通 してのみ可能であ り、時間と空間は世界の特性ではな くて、私たちの知覚の特

性である。コリン・ウィルソンはこのことを 「身な りのいい人 しか入れようとしないナイ トク

ラプの玄関番」 とい う上手い例で表現 している。「事物は空間と時間をまとっていなければな

らないとい う。裸のものは入場を許されないのだ」22)。

　ウスペンスキーは 「カン トは問題を提示 したが、その解決法を与えなかった」といっている。

この状況を一歩前進させたのがヒン トンである。カン トは空間と時間の中で感覚を通 して知覚

することが物自体を見る妨げになっているとい う。 しか し空間的知覚を障害として見るのでは

な く、世界を理解するための手段としてとらえることができる。我々は空間とい う手段によっ

て事物を理解 していると考えるのだ。 したがって空間的知覚を発達させることによって新 しい

概念に到達できる。ヒン トンは 『思考の新紀元』と 『四次元』でそ う主張 した。彼は四次元的

な知覚を創造するために着色 した立方体を使用する方法を開発 したが、ウスペンスキーは上に

述べたように ヒン トンの方法は一般的ではないとコメン トしている。

　一次元(線)や 二次元(面)の 空間と三次元空間(立 体)と の関係より類推 して、四次元空

間は三次元空間と次のような二つの関係にあるものと考えられる。まず、三次元空間での立体

をその空間の中には含まれていない方向、すなわち三次元でのあらゆる可能な方向以外、の外

部へと動かすと、その軌跡として四次元の物体が生 じる。もう一つは、三次元の物体は四次元

空間での物体の断面であるとみなせることである。

　四次元物体は三次元空間に含まれない方向への運動の軌跡として表され、その運動の方向は

三次元空間の中にはない。空間におけるあらゆる運動には時間が関係 している。とすれば運動

と時間は四次元的に係わっているのではないか。ウスペンスキーはこうして独自の時間論 ・次

元論を展開する23)。私たちの時間概念は 「過去 ・現在 ・未来」から成 り立っている。過去は過

ぎ去ってもう存在 しない。一方、未来はまだ存在 していない。だとすると存在 しているのは一

瞬の現在だけとい うことになるが、それは絶えず過去へと溶け込んで行 く。厳密にい うと 「過

去 ・現在 ・未来」は存在 していないことになる。

　ウスペンスキーはこうした状況は私たちの感覚器官による知覚に限界があるためであると考

える。私たちの知覚が平面上の円の内部に限られていたとすると、円の外側や平面の上下にあ
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る存在は私たちにとっては非存在である。感覚器官による知覚に制限されていない意識は、円

の外側や平面を離れた世界を見ることができる。「過去」や 「未来」は、三次元空間に含 まれ

ていない方向に延びている 「時間とい う新 しい空間」の広が りを考えることにより、現在と同

様に存在 しているといえる。私たちが見ているのは三次元の空間と時間面での断面である。 し

たがって時間は 「第四次元」である。

　 「時間」には 「ある空間」と 「空間における運動」とい う意味がある。 しか し現実にはこの

「運動」は存在 しない。私たちが 「時間とい う空間」を見ることができないために 「運動」が

存在 しているように見えるだけである。それは四次元空間に対する不完全な時間感覚のため生

じたものである。

　四次元空間の特性を調べるためには、三次元空間と二次元平面を詳細に比較 して、その間に

存在する違いを知ることが有効である。これはヒン トンがr思 考の新紀元』で行ったことであ

る。ウスペンスキーはこれが異なった二つの空間の間の問題ではな く、同一の空間を持った世

界に対する二つの知覚様式の問題であることを強調 している24)。では低次元世界の生物は時間

をどのように感 じているのだろうか?ウ スペンスキーは彼らにとっても時間はある種の運動や

現象として知覚されることを示 した。例えば二次元世界の生物が三次元世界を理解するために

はまず 「二次元」であることを止めて、彼ら自身が 「三次元」の存在にならなけれぽいけない

としている。

　では空間の次元とは何だろうか、そ して私たちの世界はどうして三次元なのか?ウ スペンス

キーによれば数学は次元を感知 しない。数学では空間はい くつかの代数記号で表される。 しか

しこれらの記号は実在物に対応 したものではない。 したがって幾何学によって次元を説明する

ことができない。ヒン トンは ロ・ミチェフスキーやガウスなどの非ユークリッド幾何学者を高次

元空間に対する超幾何学と関連させている。これに対 してウスペンスキーは、非ユークリッド

幾何学は超幾何学と何の関係もないことを指摘 し、 ロバチェフスキーは三次元空間の範疇を出

ていないと述べている25)。

　カン トの命題から出発 してヒン トンの考え方を適用すれば、私たちが空間を三次元であると

認識するのは、自分自身の内部に三次元空間の条件を備えているがためである。「空間の三次

元性は私たちの心的構造にあ り、知覚器官の中にあるのである。そ して高次元世界の条件を発

見 しなければならないのもまたその中である」26)。したがって上の問いに答えるためには我々

の意識とその特性を研究 しなければならない。

　私たちの知覚は 「感覚 ・表象 ・概念」とい う三つの段階から構成されている。外的世界の状

態の変化を内的生活に反映させるのが感覚であ り、表象は感覚の記憶が関連付けられ、結合さ

れ、対比されて生 じるグループである。さらに表象のイメージについても同様なことが行われ

て概念となる。概念の形成は言語の形成、発生につながる。
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　私たちの空間の三次元性は心的構造が 「感覚 ・表象 ・概念」から構成されていることに関連

している。 したがって 「感覚だけを持つ存在にとっては世界は一次元であ り、感覚と表象を持

つ存在にとっては世界は二次元的であ り、概念や観念に加えて 「高次の知覚形態」を有するも

のにとっては世界は四次元である」27)。動物は概念を持 っておらず、その行動は反射的 ・本能

的である。そのために動物は二次元の世界に住んでいるといえる。動物は三次元を感 じること

ができるが、それを見ることはない。彼らは三次元を私たちにとっての時間のように感 じてい

る。

　同様に私たちによって運動や時間として知覚されているものは四次元の世界で静止 している

存在ではないだろうか。全ての物は時間の中に存在するが、私たちに見えるのは物の断面だけ

であ り、私たちは物が運動 しているとい う錯覚を持っている。高次元で静止 している物体を私

たちの知覚とい うのぞき穴を通 してみることにより、本当は存在 していない運動を見ているこ

とになっている。低位から高位の空間に進むにつれて運動は消滅 し、静止 した物体の特性とな

る28)。こうして意識 と知覚形態の上昇と拡大につれて空間の性質は増加し、時間の性質は減少

する。

　ウスペンスキーは意識の拡大のためには、これまでとは異なった新 しい論理体系が必要であ

ると考える。アリス トテレスとフランシス ・ベーコンを超えた第三の思考規範が。彼は新 しい

論理学の公理をrAはAで あると同時に非Aで ある」あるいは 「すべてのものはAで あると

同時に非Aで ある」または 「すべてのものはすべてである」 と表 している29)。

　新 しい意識の 目覚めについてウスペンスキーは、カナダの物理学者 リチャー ド・モーリス ・

バ ックの 「宇宙意識』[33]で の文章を引用 して 「宇宙意識とは普通の人間が所有 している意識

よりも高次の意識形態である」30)と述べている。

　ウスペ ンスキーの超空間哲学についての最後の著書が 『新 しい宇宙像』[18]で ある。この本

は1931年 に出版されたのであるが、その内容は以前から書かれていた。実際に1910年 に出版さ

れた 『四次元』が一部書き直されて、 この本の第二章 として再録されている。『ターシャム ・

オルガヌム』以降のウスペンスキーの超空間哲学を直接扱ったのが、本のタイ トルにもなって

いる第十章 「新 しい宇宙像」である。この部分は1911-1929年 の間に書かれた。

　この章は第一部と第二部に分かれている。ウスペンスキーは電子の発見(1897年)ま での物

理学を 「旧物理」とし、それ以後のものを 「新物理」と呼んでいる。第一部は古典物理学から

アインシュタインの特殊相対性理論までの解説で、ウスペンスキー自身の特徴はあまりない。

第二部でウスペンスキーはその超空間哲学をさらに前進 させる。「新物理」で新 しい世界像を

構築するためには 「湾曲した空間」を必要とするので、「旧物理」でのように四つの座標では

不十分である。運動はそれ自身三つの次元を持っている。持続時間、速度、方向である。運動

の尺度である時間を線で表すとすれば、三次元での線である 「螺旋」となるであろ う。
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　この時間の三次元性により、空間は 「六次元」とみなすことができる。このとき全ての六次

元体は、私たちにとっては時間の中に存在する 「三次元体」であって、その五次元と六次元は

私たちには知覚できないままである。

　三次元の時間を図に描いてみることにする。「過去」「現在」「未来」の三つの点で定 まる直

線が時間を表 している四番 目の線になる。この直線に垂直な何本かの線を想像 しよう。これが

五次元を表 している線である。これらの垂線はすべてある瞬間における 「永遠の現在」を表 し

ている。それぞれの瞬間は多 くの可能性を含んでいる。それらの可能性の うちのただ一つのみ

が現実化されて 「今」を決定する。この現実化された点を結んでいるのが四次元の時間線とな

っている。時間線の垂線である五次元の線は 「永遠」の線と考えられる。このとき時間は一本

の直線ではなく、「時間面」で表され、個々の時間は完結 した円となる。永遠 とは 「時間の湾

曲」であ り、この円に沿っての永久運動、永劫回帰である。先行する瞬間には含まれていたけ

れど、「時間」の中では実現されなかった他の可能性を現実化 しているのが六次元の線である31乙

　ウスペンスキーはこのような考え方を物質の構造、原子、電子、光量子などに適用 しようと

試みている。 しか しこの文章が仮に1929年 に書かれたとしても、こうした 「新物理」の現象は

まだ十分に解明されておらず、彼の議論は現在では妥当でない点が多い。 ド・プロイの物質波

の概念(1924年)、 ハイゼンベルグ(1925年)と シュレディンガー(1926年)に よる量子力学

は既に発表されていたが、この本では触れられていない。陽電子と中性子の発見(1932年)な

どとそれ以降の(新)物 理学の発展を考えれば、この部分は現在では大幅に書き変える必要が

あるだろう。

　ウスペンスキーはこの後グルジェフ思想の普及に従事 し、彼自身の四次元や超空間に関する

本を出版 していない。グルジェフ思想の入門書といわれる 『奇跡を求めて』[29]で は、グルジ

ェフが 「ミクロコスモス」と 「マクロコスモス」について語ったことを 「君の言 う次元の観点

から検討 しなさい」なさいと言われて、上の六次元空間の話を している32)。また 「コスモス」

についてのグルジェフの話を彼な りの次元論で解説 している33)。しかしこれらはいずれも難解

なグルジェフの考えをウスペンスキー流の言葉で明解に説明したものであって、彼がグルジェ

フ思想の伝道師と言われている所以ではあるが、新 しいものはない。

4　 まとめ

　 ウスペ ンスキ ーは これ まで グル ジェフの弟子、その思想の解説者 と して考え られて きた。 し

か し彼は、は じめて グル ジェフに 出会 った とき既に優れた 「超空間哲学者」であ り、あ る意味

では グル ジェフを凌駕 していた。 ウスペ ンスキ ーを グル ジェフとは独立に取 り上げ ることは非

常に興味があ る。 この よ うな試みは コ リン ・ウ ィル ソンに よって行われてい る[23]が 、 彼の空
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間 ・時間論そのものにはそれほど重点が置かれていない。

　ウスペ ンスキーはヒン トンか ら大 きな影響を受けてお り、『四次元』と 『ターシャム ・オル

ガヌム』で四次元空間を認識することにより意識を進化させるとい う、ヒン トンの超空間哲学

を発展させた。第四番 目の次元としてウスペンスキーは時間を考える。この点では時間と空間

を同等に取 り扱 うアインシュタインや ミンコフスキーの特殊相対性理論における四次元時空と

似ている。 しか し特殊相対論の時間は時の経過に対応する純粋な物理学的な時間であるのに対

して、ウスペンスキーの時間は心的要素を含んでいる。彼は更に一歩進んで、時間は四次元空

間で私たちの四番 目の次元に対する知覚が不十分なことによる結果であるとしている。「新 し

い宇宙像』では時間の三次元構造を考えて、空間は六次元であると主張 している。

　ウスペンスキーは永劫回帰より逃れる鍵を探すために東洋へ旅立った。これは単なる空間的

な移動だけではな く、高次元意識の開発を求めた 「心の旅」でもあった。その後共産主義革命

を避けてグルジェフと黒海沿岸を彷程い、コンスタンチノープルに到着する。ロン ドンに落ち

着いて彼の旅は終わったが、心の旅は彼の死まで続いた。ウスペンスキーは超空間哲学を発展

させたが、それだけでは問題を解決できないことに気づいていた。そんなときに出会ったのが

グルジェフである。グルジェフはウスペンスキーの求めている答えを知っているように思われ、

彼の下で 「ワーク」を続けた。グルジェフと決別 した後も彼の教えを信 じ、超空間哲学と両立

させようと試みている。こうした彼の心の旅は、奇妙な軌跡を描いている曲線のようであると

言える。

　最近の物理学では高次元空間の存在は常識 となっている。 リサ ・ランドール(Lisa　Randall)

は高次元空間を導入することにより、素粒子物理学の問題が解決できることを示 した[34]。 残

念ながら私たちの感覚器官では高次元空間を見ることはできないが、最新の実験装置を用いて

その存在を調べる実験が計画されている。

　一方、 ウスペンスキーの発 した 「私たちの空間はなぜ三次元か?」 とい う問いに対 しては

「人間原理」によって一つの解答が提供されている[35]。 人間原理とは 「現在の世界がこのよ

うであるのは人間の生存に適 しているからである」とい うものである。惑星の運動や原子構造

が安定 しているのは空間が三次元であるときのみであ り、音による信号が歪みな く伝わるのも

三次元だけである。とすれば私たちが存在するのも、言語による情報の伝達が可能なのも三次

元空間とい うことになる。こうして三次元空間のみが人間の生存に適 した空間であると言える。

　グルジェフと出会った後、ウスペンスキーの超空間哲学は進歩 していない。『新 しい宇宙像』

が出版された1931年 からウスペンスキーが死亡 した1947年 までの間に自然科学は大きな進歩を

遂げた。彼がその後r新 しい宇宙像』での超空間哲学をどう発展させたか、現在の科学の進歩

を体験 したときにその時間論 ・空間論がどのように変化するのか、非常に興味のある問題であ

る。
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注、、!

1)ロ バ チ ェ フ ス キ ー とボ ヤ イ の幾 何 学 は非 ユ ー ク リ ッ ド幾 何 学 だ が 、 三 次 元 空 間 に対 す る もの で あ る。

　 　 一 方 、 リーマ ンは 別 の 形 の 非 ユ ー ク リ ッ ド幾 何 学 を π 次 元 空 間 に つ い て提 案 した。

2)1970年 の 第 二 版 で は 、 そ の 後 に 出 版 され た 書籍 の リス トが 追 加 され て い る。

3)文 献2のp.25。

4)文 献18に は 二 種 類 の 日本 語 訳 が あ るが 、 『超 宇 宙 論 』 に は 多 くの 誤 訳 が あ る こ とが 指 摘 され て い る の

　 　 で こ こで は 『新 しい 宇 宙論 』 の 方 を 用 い る こ とに す る。

　 　http:〃homepage　 1.nifty.com/pdo/linktyo.htmを 参 照 の こ と。

5)コ リン ・ウ ィル ソ ンは 後 に グル ジ ェ フ とは 独 立 に ウス ペ ンス キ ーの 伝 記[23]を 書 い て い る。

6)文 献2のpp.245-255.

7)日 本 語 訳 が 次 の ホ ー ムペ ー ジに あ る。

　 　http:〃homepage　 1.nifty.com/pdo/linkautbio.htm

8)文 献2のp.246。

9)文 献18の3-4ペ ー ジ。

10)文 献22の45ペ ー ジ。

11)文 献23の59ペ ー ジ、 注1。 パ スポ ー トに 記 載 され た 生 年 月 日に よ る。 彼 の ホ ー ムペ ー ジ

　 　http://www.geocities.com/Paris/1181/に よ る と1866年 とな って い る。

12)文 献2のp.245の 注27。

13)文 献2のp.248.

14)文 献18の101ペ ー ジ。

15)同 様 な 指 摘 が ヘ ン ダ ー ソ ンに よ って 行 わ れ て い る。文 献2のpp.254-255.

16)文 献18のlll-115ペ ー ジ。

17)文 献18の115-116ペ ー ジ。

18)文 献18の124ペ ー ジ。

19)文 献18の133ペ ー ジ。

20)文 献17の307-308ペ ー ジ。

21)文 献17の1ペ ー ジ。

22)文 献23の37ペ ー ジ。

23)文 献17の 第3-5章 。

24)文 献17の77-78ペ ー ジ。

25)文 献17の83-84ペ ー ジ。

26)文 献17の86ペ ー ジ。

27)文 献17の94ペ ー ジ。

28)文 献17の135ペ ー ジ。
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29)文 献17の319ペ ー ジ 。

30)文 献17の389ペ ー ジ 。

31)文 献18の223-232ペ ー ジ 。

32)文 献29の326-331ペ ー ジ 。

33)文 献29の513-520ペ ー ジ 。

(むこやま ・たけし　外国語学部教授)
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